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いかと思われる．最近，日本温泉科学会の英文名がTheJapanese Society of Hot Spring Sciences 
に変更されたが， HotSpring Sciences以外に HydrothermalSciencesという案もあった．そこに
は，「温泉には温度が 100℃より高い熱水や蒸気までも包含される」という考えをしたためたいとい
う思いがあり，噴気ガスを取り扱った研究の成果を日本温泉科学会の機関誌『温泉科学』に寄稿し
てきた私もそのように考えた中の一人であった（大沢ら， 1997;大沢ら， 1998;大沢ら， 2000). そ
して，非火山性の温泉を手がけるようになってからは（大沢ら， 2006),私の温泉のとらえ方はさら
に大きく変わってきている．
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6 総鉄イオン (Fe2++ Fe3+) 







14 総硫黄 (S)[HS―, S20i-, H2Sに対応するもの］
15 メタホウ酸 (HB02)
16 メタケイ酸 (H2Si03)
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